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　����の������������の���������の������������の�����
て情報検索が容易�な�た�いうこ�もあり、�段は
あまり大学図書館へ行かない�いう人が多いかも知れ
ないが、資料収集�はやはり図書館は欠かせないもの
である。
　�学の図書館は��館�正����て��の��の�学の図書館は��館�正����て��の��の
建物�の � 階～ 3 階�あり、現在、蔵書は約 20 万冊
である。備え付けの����で蔵書検索�してみて読
みたい図書があれば、もちろんすぐ�でも借りるこ�
ができる。他大学の図書や外部データベースの利用も
簡単�でき、カウ�ターで申し込めば、全国の大学の
図書館から必要な図書�取り寄せてもらうこ�も、ま
た国立国会図書館などの資料も�ピー�部分的���
て送�てもら�たりするこ�もできる。注意しない�
いけないのは、特�ネット上の情報�利用する場合�、
典拠の不確かなもの�安易�レポート作成など�使用
しないこ�である。検索の仕方や、どの�うな種類の

資料�利用すれば�いか�いうなど分からないこ�が
あれば、遠慮せず�気軽�図書館員�尋ねて下さい。
　図書館は、�上の�う�資料の検索や収集の場�し図書館は、�上の�う�資料の検索や収集の場�し
てだけでなく、学びや思索の場、あるいは気づきの場
�して、個人�してだけではなく、部活やサークルな
どで、また授業の一環�してグループで利用するこ�
もできる。グループ閲覧室は、2 階� 3 階� � 室ずつ
設けられている。ＡＶルームも設けられていて、ビデ
オ�DVD・VHS��カウ�ターで借りて見るこ�もで
きる。学生諸君�は、昼休みや空いている時間�図書
館で気軽�新聞・雑誌など�見たり読んだりして、“メ
ディア・ウォッチ�グ”�楽しまれるこ��お勧めし
たい。社会の様々な出来事や動き�知るこ�で、新た
な世界が広がるかも。

�文学部・全学共通教育セ�ター　　　　　
フラ�ス語フラ�ス文学�

（題字は元暦校本萬葉集より集字）

　編集後記
　���り �� ��いた �葛野の鐘 �のデ�����えるこ��なり、�し�るい�メー��な�たのではないか�思い���り �� ��いた �葛野の鐘 �のデ�����えるこ��なり、�し�るい�メー��な�たのではないか�思い
ます。�後も、皆さん�手���ていただける館報�お届けしたい�思�ています。
　また、�寄�くださいました皆様�は��り��申し上�ます。また、�寄�くださいました皆様�は��り��申し上�ます。

図書館の利用が便利になりました
◆エレベーターの利用が出来るようになりました
今までは���で�����ま������������������������で�����ま���������������������
��だけるよう、春休み�工事�行�ま��。気軽�ご��くだ��。ま�、
地下書庫�入る際は今まで通り����
カウン��で�����くだ��。�����くだ��。��。

◆�������の�ー���������ました�������の�ー���������ました
OPAC��������り、A����� �����������������������り、A����� ���������������
示�れるよう��りま��。ま�、Webc�tPlus �リンク�れ、���内
容や目次情報�ご覧��だけるよう��りま��。

◆�����に����が �����ました������に����が �����ました�

図書館と私
大学院　文学研究科　日�語日�文学専攻　平成 20 �度修了　　　齊
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　大学院�学�伴い始ま�た「文化史演習」�いう授
業では、史料講読�古記録・古文書�読む��論文講
読�研究テーマ�中��関連する先行研究の講読�の
指導�受けています。授業�臨む際、これらの史料や
先行研究�収集するこ�は不可欠で、図書館内書庫の
利用が頻繁�なりました。そこで、私が専��してい
る歴史学の研究視点から、「図書館�私」�ついて二三
お伝えしたい�思います。
　私の研究テーマは、平安・鎌倉時代の祇園�霊会�現
在の祇園祭�です。現行の山鉾町主体の祇園祭�は異
なり、平安時代�行われていた祇園�霊会は、その名
称もさるこ�ながら朝廷主導で行われるなど、現在�
様相が大きく異なります。先行研究�おいても、その
執行状態は未だ�らではありません。そこで、この時
代の祭りの執行状態��らか�し、祭り�王権�の関
わり�ついて考える研究�行いました。
　研究方法�しては、平安から鎌倉時代�記された祇
園�霊会�関する記録�収集、蓄積された史料の中か

ら祭りの形式�確定していくわけですが、当該期�記
された日記類は数多く、また、それらは活字化されて
いるので、簡単�手�取る事が出来ます。そこで、日
記類�総めくりし、祇園�霊会の記述箇所�収集する
のですが、膨大な史料の山から祇園�霊会�関する記
述�捜すのは困難なこ�もあり、『史料総覧』や『大日
�史料』、或いは東京大学史料編纂所の検索データベー
ス�使�て確認、抜けが無い�う収集��けました。
該当箇所複写の後、自作のカード�貼り付け、これ�
�霊会分析の基礎データ�し、演習ではこのカード�
利用して分析�行いました。
　準備�は、手間�根気が必要です。図書館では、史
料収集�論文検索�いう目的�追われ、大量の�・雑
誌の貸出�複写の繰り返しだ�た�う�思います。図
書館で有意義�時�過�す�いうこ�も暫く�無沙汰
していましたので、修士論文が完成した暁�は、一度
館内でゆ�くり閲覧利用�したい�考えています。

私　と　図　書　館

＜現旧教職員＞
飯　沼　万里子

伊勢丹な人々　他
糸　井　道　浩

王朝物語のしぐさとことば　他
太　田　清　史

証言の昭和史　他
大　原　佳　世

本当のあなたに出会える
カラーコーディネート術　

小笠原　慶　彰
新熊本市史　他

岡　本　和　子
シリーズ総合人間学　他

加　納　恵　子
問題少女　他

可　藤　豊　文
女子大生
-自己のアイデンティティーを求めて -　他　

加　藤　　　実
もうひとつのみやび

木版本源氏物語絵巻　他　

河　原　俊　昭
外国人と一緒に生きる社会がやってきた！

他　
木　邊　円　慈

ロンドン図書館物語　他
佐々木　勝　一

障害者施設研究序説
関　　　　　肇

新聞小説の時代
高　木　英　明

自尊心の構造　他
高　野　弘　幸

希望の国へ
八本木　　　浄

ネアンデルタール人の正体　他
平　川　泰　司

Harry Potter and the Deathly hallows
広小路　　　亨

東本願寺近代史料　他
古　川　弘　之

古英詩拾遺　他
松　井　祐　子

教育の原理　第 � 版� 版版

三　村　晃　功
保田與重郎文庫　他

吉　村　裕　美
日本語形容詞の記述的研究　他

渡　邊　愛　子
観音の扉

〈在校生・学園関係者　他〉
片　柳　つかさ

古典入門 �　古�記　他�　古�記　他　古�記　他
黒　田　智　子

現代日本のガラス　��
沙加戸　　　弘

真宗関係浄瑠璃展開史序説　素材の時代
鳥　居　晶　子

飛ぶ教室　児童文学の冒険　3
山　嵜　泰　正

京・嵯峨嵐山の伝説を歩く

※この他に、学外の方からも多数の図書をご
　寄贈いただきました。改めて御礼申し上げ
　ます。

寄贈図書一覧 �平成 20 �１月～ �2 月受��寄��の �0 ����称��寄��の �0 ����称��
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短期大学部　こども保育学科　　　松
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　幼き頃�り、書籍は私の良き友であ�た。生来病弱
であ�たため、幼�期の鮮�な思い出�いえば、薬の
何�もいえない強烈な「�おい」�紙���クの香り
が�り混じ�た形容し難い、しかし何�も懐かしい�
の「�おい」がある。外で遊ぶ�会が�ない病多き私
の居場所は布団の中であ�た。
　��であ�た�����であ�た�は、いつも�し��であ�た�����であ�た�は、いつも�し
く立ち働いていたため、病床の私���て読書が唯一
の楽しみであ�た。外国童話の翻訳ものや日�の古典
文学�やさしく�ども向き�書き直したシリーズ、あ
るいは古色蒼然�した祖�の遺品であるルビつき旧仮
名遣いの改造社版�治文学全集などは、いつでも、ど
こでも拒むこ�なく、存分�私�付き合�てくれた。
�の中の主人公�な�て異文化世界�渉猟し、未知な
る世界や大人の世界�垣間見しつつ、新たな世界�創
造していく楽しみ�私は知�た。

　早く�両親�失�た私の成長過程�おいて自分�支
えてくれたもの、それは多くの書籍�の出会いである。
貧乏学生のため、多くの書籍�買うゆ�りはなか�た。
しかし、図書館�備えられた万巻の書は、研究上だけ
ではなく自分の生き方�求める際の�き�であり友で
あ�た。
　読書は���の�話である。時代��え国���え読書は���の�話である。時代��え国���え
てきた多くの書は、いつでもどこでも読み手がその気
�なれば語ら�てくれる。近頃は��媒体��る情報
が優位�ある�か。だが、それらは起動させる�器や
エネルギー�必要�する。一方、書籍は自分が開けば、
いつでもどこでも付き合�てくれ、�の自分�如実�
映し出してくれる。こんな良き友�疎遠、かつ軽視す
る現代的�潮�私は危惧�感じず�はいられない。

�日�教育史・近代女�教育�

　動物が出てくる物語が大好きだ。言葉�持たない彼
らが、ストーリーの中では作�の想像�かりて、実�
生き生き�話し、笑い、時�涙する。
　『神様』もその�うな物語の１つだが、ここの“わたし”
�“くま”の関係は特�ユニークである。「くま�さそ
われて散��出る」�いう書き出しから、て�きり“く
ま”は人間�思�たが、その数行後�「くまは雄の成
熟した熊で、だから�ても大きい」�いう記述�出会
う。ここから、川上ワ～ルドの始まりである。人間の
“わたし”�獣の“くま”があたりまえの�う�散�し、
会話し、そして“わたし”はホッこりする。“くま”は
獣なので“わたし”が残したミカ�の皮�食べたりす
るが、その一方で“わたし”が昼寝�し�う�する�、
�守歌はいかが？！�人らしい気配り�する。作中で、
“わたし”が人間であり�けるの�、“くま”は獣�な�
たり、人間�な�たり、自在��

へん

化
げ

するのだ。ラスト
で「親しい人�別れる�きの故郷の習慣なのです。む

ろんお嫌ならいいのですが」�いう“くま”の申し出
から、二人�？�が抱擁するが、その際“くま”が“熊
の神様のお恵みがあなたの上�も降り注ぎます�う�”
�まるで呪文の�う�ささやく。部屋�戻�た“わたし”
は、熊の神様�て？�独り思案する�ころで物語は終
了する。
　散��行�て帰る、そんなシ�プル過ぎるストーリー
の中�、“わたし”�“くま”が織り成す不思議な世界
観がある。しかし、ここでハタ�考えさせられるのは、
なぜ作�が『神様』�いう題�つけたのか？�いうこ
�だ。むろん�後�“わたし”が熊の神�空想したから。
でもそれでは単純すぎる！ではこう考えられないだろ
うか？《神様�て、案外そば�居て、さり�なく支え
癒してくれる存在》なのでは？そう、この作中の“くま”
の�う�。
　こう考える�、筆�はたくさんの“くま”いや『神様』
�囲まれている。ちょ��幸

しあわ

せ�な�た。
  �社会�理学�

２階文庫�ーナー

　私の現在の研究は、林市藏�いう人物の生涯�追う
こ�である。彼は、大正時代��の民生委員�繋がる
方面委員規程が大阪府で制定された時の官選知事で
あ�た。
　その過程で、林市藏の�親がどういう人であ�たか
�確認する必要が生じた。情報�しては、肥後國細川
藩�現在の熊�県�藩士であ�たこ�、�治 ���872�
��亡くな�ているこ�、その直後�一人息�の市藏
が家督�相�したらしいこ�がわか�ている。名�関
しては、藩士時代�思われる「衛�」�恐らく改名後
の「愼蔵」�が伝わ�ている。
　そこで、細川藩政史研究会�熊�大学文学部歴史学
科�、新熊�市史編纂委員会�熊�市役所�、熊�市立
図書館、温知館�熊�県立図書館・熊�近代文学館�

等�問い合わせてみた。その結果、熊�県立図書館か
ら判�した�返事があ�た。
　それは「熊�県公文類纂」の「有禄士族基�帳」�「改
正禄高等調」�して遺されていた�治 7� 2月 �0 日付
の文書であ�た。これ��り旧名が「林惠右衞�」で
あるこ�、禄高 �4 石の士族であ�たこ�が判�した。
この文書は、家督相�の際�提出したもので、熊�県
�編�される�前の白川県権令安岡良亮�宛てられて
いた。
　一般�こうした資料は、公文書館が取り扱うが、日
�ではこうした資料保存の重要性��して認識が低い。
したが�て、自治体図書館が代わ�て役割�果してい
るのだろう。それ�しても、改めて「図書館畏るべし」
の感�強くした。
  �社会福祉史�

私　と　図　書　館 私の薦めるこの一冊
葛野の鐘　������　������ 葛野の鐘　���� ��　���� ��

　��は、��である犬養道�氏の文筆家�してのデ
ビュー作である。氏は、現在、執筆活動、聖書研究の
ほか、「犬養道�基金」�立ち上�、難民支援活動も
積極的�行�ている。
　�版が刊行されたは、昭和 33 �で、我が国の国際観
光自由化の ��前であ�た。当時は、一般の日�人�
��て、海外旅行は夢の話である。しかも、��が描
く「放浪」は、戦後間もない昭和 23 ��始まる。犬養
毅元首相の孫、犬養健の長女�いう環��生まれ育�
た��は、文字通りの「お嬢さん」だが、親�も頼らず、
自力で奨学金�手��れ、アメリカ留学�決めてしま
う。誰もが 2 �で帰国する�信じていたが、「お嬢さ
ん」の�当の目的地はヨーロッ�であり、そこで芸�・
思想�学ぶ�同時�、グレ�ル�呼ばれる組織で徹底
した共同生活�送り、「お嬢さん育ち�一�筋金��
れてもらう」つもりであ�た。アメリカは、渡欧費用
捻出のための中継地点�すぎなか�たのである。しか

し、渡米後間もなく結核�かかり、莫大な治療費が必
要�な�た。さら�、アルバ�トがアメリカの法�触
れ、日�へ強制送還されそう�なる。ここから先は読
んでのお楽しみだが、様々な困難�ものの見事�解決
し、結局、渡欧の夢�叶えて日��帰国するのは、そ
れから �0 �先のこ��なる。
　��の発想力�行動力�は驚かされるこ�の連�
で、一気�読み終えてしまう�である。80 歳��え、
�なお現役で国際的�活躍しているこ�からも、�0 �
の放浪で「一�筋金」が��たこ�は言うまでもない。
�日、我々日�人の多くは、国際観光あるいは留学す
る悦び�、��の放浪時代�比してはるか�容易�享
受できる。しかし、それだけ�、夢�叶えるための積
極性や目的意識は薄れていないだろうか。そんな自戒
�こめながら、海外�出かける前�読んでもらいたい
一冊である。
  �観光学�

08����/IMi/�　C書庫
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研究余話として
人間科学部　社会福祉学科　　　小

お

 笠
がさ

 原
わら

　慶
よし

　彰
あき

『神様（中公文庫か -57-2）』川上弘美（著）
�中央公論新社 200� ��  人間科学部　人間関係学科　　　川

かわ

　西
にし

　千
ち

　弘
ひろ

犬養道子（著）『��さ���記（著）『��さ���記『��さ���記（犬養道子自選集 1）』
�岩波書店 �998 ��  文学部　国際英語学科　　　工

く

　藤
どう

　泰
やす

　�
こ

☆地下 2階� S-�、S-2 書庫が出来ました。集密書架で約
2万冊の資料が収納可能です。S-� 書庫�は人権関係
などの資料、S-2 書庫�は日�文学の個人全集が配架
されています。

☆ �生き方探求・チャレ��体験」で平成 20 �度も西

京極中学�り４名が図書館�５日間来られました。図
書館での中学生の受�が３度目�なる��は、�めて
全員が男�生徒でした。カウ�ター業務では女�大学
�いうこ�もあり、�し緊張されていた�うですが、
全ての業務�積極的�行�てくれました。

☆全学生、教員の利用証の ICカード化��り、�館ゲー
ト�カード�タッチするだけで�館ができる�う�な
りました。

☆ Bl�g� 図書館員のひ�り�� ��始めました。図書館
員��るチョット聞いてほしい日々の出来事�随時更
新しています。

Topic1

Topic2
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の居場所は布団の中であ�た。
　��であ�た�����であ�た�は、いつも�し��であ�た�����であ�た�は、いつも�し
く立ち働いていたため、病床の私���て読書が唯一
の楽しみであ�た。外国童話の翻訳ものや日�の古典
文学�やさしく�ども向き�書き直したシリーズ、あ
るいは古色蒼然�した祖�の遺品であるルビつき旧仮
名遣いの改造社版�治文学全集などは、いつでも、ど
こでも拒むこ�なく、存分�私�付き合�てくれた。
�の中の主人公�な�て異文化世界�渉猟し、未知な
る世界や大人の世界�垣間見しつつ、新たな世界�創
造していく楽しみ�私は知�た。

　早く�両親�失�た私の成長過程�おいて自分�支
えてくれたもの、それは多くの書籍�の出会いである。
貧乏学生のため、多くの書籍�買うゆ�りはなか�た。
しかし、図書館�備えられた万巻の書は、研究上だけ
ではなく自分の生き方�求める際の�き�であり友で
あ�た。
　読書は���の�話である。時代��え国���え読書は���の�話である。時代��え国���え
てきた多くの書は、いつでもどこでも読み手がその気
�なれば語ら�てくれる。近頃は��媒体��る情報
が優位�ある�か。だが、それらは起動させる�器や
エネルギー�必要�する。一方、書籍は自分が開けば、
いつでもどこでも付き合�てくれ、�の自分�如実�
映し出してくれる。こんな良き友�疎遠、かつ軽視す
る現代的�潮�私は危惧�感じず�はいられない。

�日�教育史・近代女�教育�

　動物が出てくる物語が大好きだ。言葉�持たない彼
らが、ストーリーの中では作�の想像�かりて、実�
生き生き�話し、笑い、時�涙する。
　『神様』もその�うな物語の１つだが、ここの“わたし”
�“くま”の関係は特�ユニークである。「くま�さそ
われて散��出る」�いう書き出しから、て�きり“く
ま”は人間�思�たが、その数行後�「くまは雄の成
熟した熊で、だから�ても大きい」�いう記述�出会
う。ここから、川上ワ～ルドの始まりである。人間の
“わたし”�獣の“くま”があたりまえの�う�散�し、
会話し、そして“わたし”はホッこりする。“くま”は
獣なので“わたし”が残したミカ�の皮�食べたりす
るが、その一方で“わたし”が昼寝�し�う�する�、
�守歌はいかが？！�人らしい気配り�する。作中で、
“わたし”が人間であり�けるの�、“くま”は獣�な�
たり、人間�な�たり、自在��

へん

化
げ

するのだ。ラスト
で「親しい人�別れる�きの故郷の習慣なのです。む

ろんお嫌ならいいのですが」�いう“くま”の申し出
から、二人�？�が抱擁するが、その際“くま”が“熊
の神様のお恵みがあなたの上�も降り注ぎます�う�”
�まるで呪文の�う�ささやく。部屋�戻�た“わたし”
は、熊の神様�て？�独り思案する�ころで物語は終
了する。
　散��行�て帰る、そんなシ�プル過ぎるストーリー
の中�、“わたし”�“くま”が織り成す不思議な世界
観がある。しかし、ここでハタ�考えさせられるのは、
なぜ作�が『神様』�いう題�つけたのか？�いうこ
�だ。むろん�後�“わたし”が熊の神�空想したから。
でもそれでは単純すぎる！ではこう考えられないだろ
うか？《神様�て、案外そば�居て、さり�なく支え
癒してくれる存在》なのでは？そう、この作中の“くま”
の�う�。
　こう考える�、筆�はたくさんの“くま”いや『神様』
�囲まれている。ちょ��幸

しあわ

せ�な�た。
  �社会�理学�

２階文庫�ーナー

　私の現在の研究は、林市藏�いう人物の生涯�追う
こ�である。彼は、大正時代��の民生委員�繋がる
方面委員規程が大阪府で制定された時の官選知事で
あ�た。
　その過程で、林市藏の�親がどういう人であ�たか
�確認する必要が生じた。情報�しては、肥後國細川
藩�現在の熊�県�藩士であ�たこ�、�治 ���872�
��亡くな�ているこ�、その直後�一人息�の市藏
が家督�相�したらしいこ�がわか�ている。名�関
しては、藩士時代�思われる「衛�」�恐らく改名後
の「愼蔵」�が伝わ�ている。
　そこで、細川藩政史研究会�熊�大学文学部歴史学
科�、新熊�市史編纂委員会�熊�市役所�、熊�市立
図書館、温知館�熊�県立図書館・熊�近代文学館�

等�問い合わせてみた。その結果、熊�県立図書館か
ら判�した�返事があ�た。
　それは「熊�県公文類纂」の「有禄士族基�帳」�「改
正禄高等調」�して遺されていた�治 7� 2月 �0 日付
の文書であ�た。これ��り旧名が「林惠右衞�」で
あるこ�、禄高 �4 石の士族であ�たこ�が判�した。
この文書は、家督相�の際�提出したもので、熊�県
�編�される�前の白川県権令安岡良亮�宛てられて
いた。
　一般�こうした資料は、公文書館が取り扱うが、日
�ではこうした資料保存の重要性��して認識が低い。
したが�て、自治体図書館が代わ�て役割�果してい
るのだろう。それ�しても、改めて「図書館畏るべし」
の感�強くした。
  �社会福祉史�

私　と　図　書　館 私の薦めるこの一冊
葛野の鐘　������　������ 葛野の鐘　���� ��　���� ��

　��は、��である犬養道�氏の文筆家�してのデ
ビュー作である。氏は、現在、執筆活動、聖書研究の
ほか、「犬養道�基金」�立ち上�、難民支援活動も
積極的�行�ている。
　�版が刊行されたは、昭和 33 �で、我が国の国際観
光自由化の ��前であ�た。当時は、一般の日�人�
��て、海外旅行は夢の話である。しかも、��が描
く「放浪」は、戦後間もない昭和 23 ��始まる。犬養
毅元首相の孫、犬養健の長女�いう環��生まれ育�
た��は、文字通りの「お嬢さん」だが、親�も頼らず、
自力で奨学金�手��れ、アメリカ留学�決めてしま
う。誰もが 2 �で帰国する�信じていたが、「お嬢さ
ん」の�当の目的地はヨーロッ�であり、そこで芸�・
思想�学ぶ�同時�、グレ�ル�呼ばれる組織で徹底
した共同生活�送り、「お嬢さん育ち�一�筋金��
れてもらう」つもりであ�た。アメリカは、渡欧費用
捻出のための中継地点�すぎなか�たのである。しか

し、渡米後間もなく結核�かかり、莫大な治療費が必
要�な�た。さら�、アルバ�トがアメリカの法�触
れ、日�へ強制送還されそう�なる。ここから先は読
んでのお楽しみだが、様々な困難�ものの見事�解決
し、結局、渡欧の夢�叶えて日��帰国するのは、そ
れから �0 �先のこ��なる。
　��の発想力�行動力�は驚かされるこ�の連�
で、一気�読み終えてしまう�である。80 歳��え、
�なお現役で国際的�活躍しているこ�からも、�0 �
の放浪で「一�筋金」が��たこ�は言うまでもない。
�日、我々日�人の多くは、国際観光あるいは留学す
る悦び�、��の放浪時代�比してはるか�容易�享
受できる。しかし、それだけ�、夢�叶えるための積
極性や目的意識は薄れていないだろうか。そんな自戒
�こめながら、海外�出かける前�読んでもらいたい
一冊である。
  �観光学�
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研究余話として
人間科学部　社会福祉学科　　　小

お

 笠
がさ

 原
わら

　慶
よし

　彰
あき

『神様（中公文庫か -57-2）』川上弘美（著）
�中央公論新社 200� ��  人間科学部　人間関係学科　　　川

かわ

　西
にし

　千
ち

　弘
ひろ

犬養道子（著）『��さ���記（著）『��さ���記『��さ���記（犬養道子自選集 1）』
�岩波書店 �998 ��  文学部　国際英語学科　　　工

く

　藤
どう

　泰
やす

　�
こ

☆地下 2階� S-�、S-2 書庫が出来ました。集密書架で約
2万冊の資料が収納可能です。S-� 書庫�は人権関係
などの資料、S-2 書庫�は日�文学の個人全集が配架
されています。

☆ �生き方探求・チャレ��体験」で平成 20 �度も西

京極中学�り４名が図書館�５日間来られました。図
書館での中学生の受�が３度目�なる��は、�めて
全員が男�生徒でした。カウ�ター業務では女�大学
�いうこ�もあり、�し緊張されていた�うですが、
全ての業務�積極的�行�てくれました。

☆全学生、教員の利用証の ICカード化��り、�館ゲー
ト�カード�タッチするだけで�館ができる�う�な
りました。

☆ Bl�g� 図書館員のひ�り�� ��始めました。図書館
員��るチョット聞いてほしい日々の出来事�随時更
新しています。

Topic1

Topic2



気軽に図書館のご利用を！
図書館長　森

もり

　井
い

　正
まさ

　史
し
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図書館報　̶第 １６ 号̶
京都光華女子大学図書館

2009.4発行
（http://www.koka.ac.jp/toshokan/）

　����の������������の���������の������������の�����
て情報検索が容易�な�た�いうこ�もあり、�段は
あまり大学図書館へ行かない�いう人が多いかも知れ
ないが、資料収集�はやはり図書館は欠かせないもの
である。
　�学の図書館は��館�正����て��の��の�学の図書館は��館�正����て��の��の
建物�の � 階～ 3 階�あり、現在、蔵書は約 20 万冊
である。備え付けの����で蔵書検索�してみて読
みたい図書があれば、もちろんすぐ�でも借りるこ�
ができる。他大学の図書や外部データベースの利用も
簡単�でき、カウ�ターで申し込めば、全国の大学の
図書館から必要な図書�取り寄せてもらうこ�も、ま
た国立国会図書館などの資料も�ピー�部分的���
て送�てもら�たりするこ�もできる。注意しない�
いけないのは、特�ネット上の情報�利用する場合�、
典拠の不確かなもの�安易�レポート作成など�使用
しないこ�である。検索の仕方や、どの�うな種類の

資料�利用すれば�いか�いうなど分からないこ�が
あれば、遠慮せず�気軽�図書館員�尋ねて下さい。
　図書館は、�上の�う�資料の検索や収集の場�し図書館は、�上の�う�資料の検索や収集の場�し
てだけでなく、学びや思索の場、あるいは気づきの場
�して、個人�してだけではなく、部活やサークルな
どで、また授業の一環�してグループで利用するこ�
もできる。グループ閲覧室は、2 階� 3 階� � 室ずつ
設けられている。ＡＶルームも設けられていて、ビデ
オ�DVD・VHS��カウ�ターで借りて見るこ�もで
きる。学生諸君�は、昼休みや空いている時間�図書
館で気軽�新聞・雑誌など�見たり読んだりして、“メ
ディア・ウォッチ�グ”�楽しまれるこ��お勧めし
たい。社会の様々な出来事や動き�知るこ�で、新た
な世界が広がるかも。

�文学部・全学共通教育セ�ター　　　　　
フラ�ス語フラ�ス文学�

（題字は元暦校本萬葉集より集字）

　編集後記
　���り �� ��いた �葛野の鐘 �のデ�����えるこ��なり、�し�るい�メー��な�たのではないか�思い���り �� ��いた �葛野の鐘 �のデ�����えるこ��なり、�し�るい�メー��な�たのではないか�思い
ます。�後も、皆さん�手���ていただける館報�お届けしたい�思�ています。
　また、�寄�くださいました皆様�は��り��申し上�ます。また、�寄�くださいました皆様�は��り��申し上�ます。

図書館の利用が便利になりました
◆エレベーターの利用が出来るようになりました
今までは���で�����ま������������������������で�����ま���������������������
��だけるよう、春休み�工事�行�ま��。気軽�ご��くだ��。ま�、
地下書庫�入る際は今まで通り����
カウン��で�����くだ��。�����くだ��。��。

◆�������の�ー���������ました�������の�ー���������ました
OPAC��������り、A����� �����������������������り、A����� ���������������
示�れるよう��りま��。ま�、Webc�tPlus �リンク�れ、���内
容や目次情報�ご覧��だけるよう��りま��。

◆�����に����が �����ました������に����が �����ました�

図書館と私
大学院　文学研究科　日�語日�文学専攻　平成 20 �度修了　　　齊

さい

　藤
とう

　美
み

　紗
さ

　大学院�学�伴い始ま�た「文化史演習」�いう授
業では、史料講読�古記録・古文書�読む��論文講
読�研究テーマ�中��関連する先行研究の講読�の
指導�受けています。授業�臨む際、これらの史料や
先行研究�収集するこ�は不可欠で、図書館内書庫の
利用が頻繁�なりました。そこで、私が専��してい
る歴史学の研究視点から、「図書館�私」�ついて二三
お伝えしたい�思います。
　私の研究テーマは、平安・鎌倉時代の祇園�霊会�現
在の祇園祭�です。現行の山鉾町主体の祇園祭�は異
なり、平安時代�行われていた祇園�霊会は、その名
称もさるこ�ながら朝廷主導で行われるなど、現在�
様相が大きく異なります。先行研究�おいても、その
執行状態は未だ�らではありません。そこで、この時
代の祭りの執行状態��らか�し、祭り�王権�の関
わり�ついて考える研究�行いました。
　研究方法�しては、平安から鎌倉時代�記された祇
園�霊会�関する記録�収集、蓄積された史料の中か

ら祭りの形式�確定していくわけですが、当該期�記
された日記類は数多く、また、それらは活字化されて
いるので、簡単�手�取る事が出来ます。そこで、日
記類�総めくりし、祇園�霊会の記述箇所�収集する
のですが、膨大な史料の山から祇園�霊会�関する記
述�捜すのは困難なこ�もあり、『史料総覧』や『大日
�史料』、或いは東京大学史料編纂所の検索データベー
ス�使�て確認、抜けが無い�う収集��けました。
該当箇所複写の後、自作のカード�貼り付け、これ�
�霊会分析の基礎データ�し、演習ではこのカード�
利用して分析�行いました。
　準備�は、手間�根気が必要です。図書館では、史
料収集�論文検索�いう目的�追われ、大量の�・雑
誌の貸出�複写の繰り返しだ�た�う�思います。図
書館で有意義�時�過�す�いうこ�も暫く�無沙汰
していましたので、修士論文が完成した暁�は、一度
館内でゆ�くり閲覧利用�したい�考えています。

私　と　図　書　館

＜現旧教職員＞
飯　沼　万里子

伊勢丹な人々　他
糸　井　道　浩

王朝物語のしぐさとことば　他
太　田　清　史

証言の昭和史　他
大　原　佳　世

本当のあなたに出会える
カラーコーディネート術　

小笠原　慶　彰
新熊本市史　他

岡　本　和　子
シリーズ総合人間学　他

加　納　恵　子
問題少女　他

可　藤　豊　文
女子大生
-自己のアイデンティティーを求めて -　他　

加　藤　　　実
もうひとつのみやび

木版本源氏物語絵巻　他　

河　原　俊　昭
外国人と一緒に生きる社会がやってきた！

他　
木　邊　円　慈

ロンドン図書館物語　他
佐々木　勝　一

障害者施設研究序説
関　　　　　肇

新聞小説の時代
高　木　英　明

自尊心の構造　他
高　野　弘　幸

希望の国へ
八本木　　　浄

ネアンデルタール人の正体　他
平　川　泰　司

Harry Potter and the Deathly hallows
広小路　　　亨

東本願寺近代史料　他
古　川　弘　之

古英詩拾遺　他
松　井　祐　子

教育の原理　第 � 版� 版版

三　村　晃　功
保田與重郎文庫　他

吉　村　裕　美
日本語形容詞の記述的研究　他

渡　邊　愛　子
観音の扉

〈在校生・学園関係者　他〉
片　柳　つかさ

古典入門 �　古�記　他�　古�記　他　古�記　他
黒　田　智　子

現代日本のガラス　��
沙加戸　　　弘

真宗関係浄瑠璃展開史序説　素材の時代
鳥　居　晶　子

飛ぶ教室　児童文学の冒険　3
山　嵜　泰　正

京・嵯峨嵐山の伝説を歩く

※この他に、学外の方からも多数の図書をご
　寄贈いただきました。改めて御礼申し上げ
　ます。

寄贈図書一覧 �平成 20 �１月～ �2 月受��寄��の �0 ����称��寄��の �0 ����称��




